
山形県少年少女スポーツ交流大会の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営予算 

山 形 県 負 担 金 

県スポーツ協会負担金 

県スポーツ少年団負担金 

協賛企業(プログラム広告掲載) 

選手・指導者等参加料 

【山形県少年少女スポーツ交流大会の概要】 

・べにばな国体開催を契機に向上した県民のスポーツに対する意識を継続し、県民一人一スポーツの実現を目指すべく 34回目の開催となる大会 

・小学生を中心に、競技によっては中学生・未就学児を含んで、4000 名近くが参加する規模 

・14 競技での開催（柔道、剣道、バスケットボール、サッカー、軟式野球、バレーボール、バドミントン、ソフトボール、ソフトテニス、陸上競技、 

体操、空手道、レスリング、トランポリン） 

・各競技のブロックごとに、優勝した選手にメダルを授与、団体競技は３位、個人競技は６位まで賞状を授与する 

 

主    催 

山 形 県 

山形県教育委員会 

山形県スポーツ協会 

開 催 市 町 村 

開催市町村教育委員会 

 

山形県スポーツ少年団 

各 競 技 団 体 
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主     管 

山 形 県 ス ポ ー ツ 振 興 課 

山形県教育委員会教育事務所 

山形県スポーツ協会事務局 

山形県スポーツ少年団事務局 

各 競 技 団 体 運 営 責 任 者 
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≪実施の目的≫ 

・スポーツに親しむ子どもたちの拡大を図り、スポーツ少年団員相互の友好と交流の場を設ける 

・県内各地で同じ競技に取り組む子ども同士の交流により、スポーツの良さと楽しさを経験する機会を創出する 

・子どもの心身の健全な発達や、生涯にわたってスポーツに親しむ意識の醸成に向けて、スポーツ機会の充実と体力の向上を図る 


